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N

古賀駅古賀駅

リーパスプラザこがリーパスプラザこが

横断橋横断橋

自由通路
自由通路

西口西口

大規模工場用地大規模工場用地

既存住宅地既存住宅地

駅前広場駅前広場

デッキデッキ

06 まちのつくり方

１．道路
駅前のウォーカブルなまちづくりを実現するため、自動車による駅前への円滑なアクセスと、歩行者優先の交通空間形成の両立を目指します。
ループ状の道路による花見栗原線の交通負荷軽減や通り抜け動線の抑制等を図りつつ、送迎用スペースの確保や駅に接続する自由通路及びリーパスプラ
ザこがにつなぐ横断橋による歩車分離により利便性と快適性の向上を図ります。また、沿道の公園や開発用地の整備とも連携しながら、交通空間を形成
していきます。

古賀駅前へのアクセス道路を
ループ状とすることで、
花見栗原線の交通負荷を軽減

歩行者の安全性を考慮し、
ループ道路は制限速度を 30km/h に設定

円滑な交通処理のため、
交差点には右折レーンを設置

送迎用の一時停車スペースを設置

方針 2-(1) 方針 3-(1) 方針 3-(2) 方針 5-(1) 方針 5-(4)

駅前の道路空間は自由通路デッキの延伸に
よって歩車分離を実現

樹木や舗装等、公園や沿道敷地とも連携しな
がら、歩行者にゆとりとうるおいのある歩行
空間を形成
ループ道路整備に合わせ無電柱化を実施

歩道 車道 車道 歩道路側帯 路側帯停車帯 停車帯
公園

自由通路からのデッキ

駅舎

歩道 車道 車道 歩道路側帯 路側帯
民地民地
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２．駅前広場
古賀市の玄関口として、交通結節点の役割を果たしつつ、公園や開発敷地とも連携した、一体的な駅前空間を形成します。
駅前広場外に設置する送迎用の一時停車スペースや待ち時間に利用できる公園内の滞留空間（ベンチ・店舗）等との積極的な役割分担や、自由通路のエ
レベーターに近い位置への身障者・バス・タクシー乗降スペース配置等のレイアウトの工夫によって、利便性の高い「開いた」駅前広場を目指します。

エレベーター
想定位置

バス降車 バス降車

タクシー降車

タクシープール

バス待機

一般車停車帯

身障者乗降

タクシー乗車

駅に向かうエレベーターの想定位置に最も
近い場所に身障者の乗降スペースを配置

駅に近い位置にタクシー降車スペースを配置

バスの時間調整等に利用する待機スペースを駅
前広場内に配置

タクシー乗車スペースを視認しやすい位置にタ
クシープールを配置

駅前広場内にも一般車の乗降スペースを配置
（送迎のメインはループ状道路の送迎用の一時
停車スペースを想定）

駅前広場の視認性を妨げないよう配慮しつつ
樹木やファニチャの配置等、公園や沿道と
トータルでデザインされた空間を形成

現在、西口に停車している薦野系統の路線バスや企業バスに
ついて将来的に東口へ再編することを想定し、２台分のバス
乗降スペースを確保

方針 2-(3) 方針 2-(4) 方針 5-(2) 方針 5-(3) 方針 5-(4)
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５．自由通路デッキ及び生涯学習ゾーン横断橋
来訪者が古賀駅から生涯学習ゾーンまでを安全かつ円滑に移動できるように、公園の東西に自由通路デッキ及び生涯学習ゾーン横断橋を整備します。デッ
キ及び横断橋は、単なる歩道橋としての機能だけではなく、便益施設と一体となった構成とするとともに、統一感のあるデザインとなるように配慮します。
駅前駐輪場は現況と同位置で再整備を行い、利便性と景観面の向上を図ります。

方針 1-(1) 方針 2-(1) 方針 2-(3) 方針 3-(1) 方針 3-(2) 方針 4-(1) 方針 5-(3) 方針 5-(4)

駅前駐輪場
（南側）
駅前駐輪場
（南側）

駅前広場駅前広場

便益施設便益施設

エレベーターエレベーター

滞留空間滞留空間

滞留空間滞留空間

エレベーターエレベーター

駅前駐輪場
（北側）
駅前駐輪場
（北側）

古賀駅古賀駅

自由通路（既存）自由通路（既存）

既存階段既存階段

自由通路（新規）自由通路（新規）

デッキ上の歩行者動線

地上階との縦動線

将来的な接続動線(想定)

地上階の通り抜け動線

デッキ上の滞留空間

エレベーター

■自由通路デッキ
・駅前駐輪場や駅前広場などの駅周辺の主な機能とバリアフ
リー動線で接続し、駅前のハブとなる役割を果たす施設と
します。

・電車やバスの待ち時間も快適に過ごせるように飲食店や小
売店舗、観光案内所、トイレ、倉庫などの便益施設を一体
的に整備します。

・規模感や外観については駅前広場や公園の歩行者目線から
の見え方に配慮します。

・隣接する開発用地に整備される建物との将来的な接続に配
慮した形状とします。

■駅前駐輪場
・北側の駐輪場は、２層以上の立体駐輪場とすることで配置
の効率化や防犯性、駅前の景観の向上を図ります。

・南側の駐輪場は、現状と同様に屋外型の駐輪場としますが、
上屋の整備改修などにより景観の向上を図るとともに、２
段ラック等の活用により、出し入れのしやすさに配慮しま
す。

現状の駐輪台数を考慮し、
約 750 台収容可能な立体
駐輪場として整備

地上階はピロティとし、
通り抜け動線を確保

デッキ上にベンチ等の滞
留空間を整備

利用者の利便性向上や
ループ道路の乱横断防止
のためにエスカレーター
を設置

1 階と 2 階部分には、便
益施設を整備し、居心地
の良さを高める

公園と駅前広場の両面に
正面性を持たせるデッキ上の滞留空間（イメージ） 立体駐輪場（イメージ）
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エレベーターエレベーター

滞留空間滞留空間

駐輪場駐輪場

文化・交流機能文化・交流機能

リーパスプラザこがリーパスプラザこが

デッキ上の歩行者動線

地上階との縦動線

将来的な接続動線(想定)

通り抜け動線

滞留空間

駐輪場

文化・交流機能（想定）

エレベーター

■生涯学習ゾーン横断橋
・歩行者が自動車動線と交錯せずに公園と生涯学習ゾーンを
往来できるように横断橋を整備します。

・公園側にはエレベーターを設置するなどバリアフリーに配
慮した動線とします。

・1階部分にはトイレや倉庫などの便益施設の配置を検討し
ます。

・生涯学習ゾーン側の接続部分は既存施設の改修等により、
動線の整理やエントランス空間の創出を検討します。 文化・交流機能の整備と合

わせ公園側にも連携可能な
滞留空間を整備

階段は公園内の動線を考慮
した位置に配置

北側からの来訪者に配慮し、
通り抜け動線を確保

■民間活力の導入
・生涯学習ゾーンの文化的活動の公園側へのにじみ出しを創
出するために、民間活力などを導入し、交流館や市立図書
館との関連性の高い機能や、相乗効果が見込める機能との
一体的整備を検討します。

・民間活力を導入する手法としては、カフェやショップの他、
教養施設（図書館、体験学習施設　等）を整備を行う民間
の事業者を公募し選定する制度である Park-PFI（公募設
置管理制度）などが近年注目されています。

・具体的な手法については、事業のメリットやデメリット、
実現性を考慮し、検討していきます。

横断橋（イメージ） 階段下の利活用（イメージ）

文化的活動のにじみ出しを創出する機能のイメージ
（左：こども図書館、右：カフェ、トレーニングジム）



JR 古賀駅東口周辺地区まちづくりガイドライン28

４．公園
東⻄南北の周辺地域を⼗字でつなぐ公園全体のなかを場所毎の特徴を活かした 5つのエリアとして位置づけ、それぞれの空間特性と利活⽤イメージを整
理します。それぞれのエリアは 4つの街区や⽣涯学習ゾーンとも連携し、公園全体が⽇常利⽤とイベント利⽤が共存できる空間とします。

方針 1-(4) 方針 2-(1) 方針 2-(2) 方針 2-(3) 方針 2-(4) 方針 4-(1) 方針 4-(2) 方針 4-(3) 方針 5-(2) 方針 5-(3) 方針 5-(4)

N

古賀駅古賀駅

リーパスプラザこがリーパスプラザこが

西口西口

大規模工場用地大規模工場用地

デッキデッキ

文化・交流機能文化・交流機能
自由通路
自由通路

横断橋横断橋芝生広場芝生広場 芝生広場芝生広場

既存
クスノキ
既存
クスノキ

既存住宅地既存住宅地

駅前広場駅前広場

凡　例凡　例

公園公園

■駅を利用する来街者や市民が気軽に寄りやすいエリア
鉄道利⽤者も⽴ち寄りやすく、⾃由通路からつながる
デッキとあわせ、⻄⼝や駅前広場とも連携したイベント
などを⾏いやすい空間とする。
【活用イメージ】
○街の情報発信（観光以外の情報も）
○キッチンカー、チャレンジショップ
○電⾞から⾒えるアートイベント

■イベントにも対応したシンボリックな憩いのエリア
シンボルとなる既存のクスノキを中⼼に芝生広場を設
け、⽇常の憩いの場となるとともに、地域のお祭りや開
放的なイベントにも対応できる空間とする。
【活用イメージ】
○夏祭りや盆踊り
○屋外上映会や⾷のイベント
○ステージを設置したイベント

■⼦育て世代をメインに多世代が憩えるエリア
⼦育て世代を中⼼に多世代が憩う場として、⼦どもの遊
び場や⼤⼈の休憩施設のある緑地を設け、A-2 街区とも
連携した緑陰のある空間とする。
【活用イメージ】
○複合遊具や健康遊具
○防災設備や防災イベントの実施

■南北の地域や駅と⽣涯学習ゾーンを結ぶエリア
クスノキまわりの緑地とつながる南側地域からのエントランスの場となり、
B-1、B-2 街区の 1階の利活用とも連携した東西を結ぶ要の空間とする。
【活用イメージ】
○東⻄をつなぐイルミネーション
○B街区の 1階と連携したカフェ
○⾬や⽇除けができる移動空間

■⽣涯学習ゾーンと連携した⽂化・交流のエリア
⼦どもたちの安全性に配慮した囲まれた場を形成し、東側の⽣涯学習ゾーンと
も連携した⽂化的なイベント（読み聞かせ等）ができる空間とする。
【活用イメージ】
○⾼校⽣や市⺠の屋外発表会
○屋台
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５．動線計画
古賀駅と生涯学習ゾーンを結ぶシンボル空間軸は、歩きやすさや居心地の良さに配慮した公園内の主動線として整備します。
まちとのつながりを強めるために、四方から公園にアプローチできるような動線計画とします。

古賀駅古賀駅

リーパスプラザこがリーパスプラザこが

西口西口

大規模工場用地大規模工場用地

駐輪場駐輪場

駐輪場駐輪場

駐輪場駐輪場

駐輪場駐輪場

駐輪場駐輪場

デッキデッキ

自由通路
自由通路

横断橋横断橋

既存住宅地既存住宅地

駅前広場駅前広場

N

凡　例凡　例

小規模店舗小規模店舗

自転車動線自転車動線

公園内の
歩行者動線
公園内の
歩行者動線

駅から生涯学習ゾーン
につながる主動線
駅から生涯学習ゾーン
につながる主動線

エレベーターエレベーター

整備により延伸する自由
通路と再整備する駐輪場
を連絡橋でつなげる

エレベーターはメインとなる動線上かつ公園内
からの視認性が高い位置に配置
利便性を考慮し、東西の両端に配置

公園内の主動線は、芝生への日照環境等を考慮し南
側とする
主動線上は屋根の設置や、隣接敷地の庇やピロティ
の活用により、雨天時でも快適に移動・滞留できる
空間づくりを目指す

公園の出入り口となる北、
東、南の３か所に公園利用
者用の駐輪場を配置

公園の主要な動線沿いに、
小規模店舗等を誘導

方針 1-(4) 方針 3-(1) 方針 3-(2) 方針 3-(3) 方針 3-(4)

■自由通路デッキ
〇自由通路の先に滞留空間となる　
　デッキを設ける
〇公園、駅前広場、隣接する開発　
　用地へのアクセス性に配慮する

■生涯学習ゾーン連絡橋
公園と生涯学習ゾーンをバリアフリー動
線で繋ぐ
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６．配棟計画
公園に顔を向けた建物配置とするとともに、低層階への賑わい創出に資する機能を誘導します。
歩行者環境の向上や既存住宅地への圧迫感に配慮し、敷地境界線からセットバックした配置とします。
公園の日照環境と既存住宅地への圧迫感に配慮し、南側の開発用地の高さを抑制します。
視線や動線が交差するまちかど部分は建築デザインや１階部分の賑わいづくりに配慮します。
駐車場等を整備する際にはループ状道路側に設けるなどの配置の工夫や公園に面する場合は公園からの見え方に配慮します。

古賀駅古賀駅

リーパスプラザこがリーパスプラザこが

西口西口

大規模工場用地大規模工場用地

駐輪場駐輪場

駐輪場駐輪場

デッキデッキ

自由通路
自由通路

横断橋横断橋

駐車場駐車場駐車場駐車場

駐車場駐車場 駐車場駐車場

既存住宅地既存住宅地

駅前広場駅前広場

N

凡　例凡　例

建物の壁面線建物の壁面線

賑わいづくりに
配慮するまちかど
賑わいづくりに
配慮するまちかど

医療・商業ゾーン医療・商業ゾーン

居住ゾーン居住ゾーン

方針 1-(1) 方針 1-(2) 方針 1-(3) 方針 1-(4) 方針 2-(4) 方針 4-(3) 方針 4-(4) 方針 5-(1) 方針 5-(2)
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７．舗装
公共空間は、統⼀した⾊彩や舗装材料を基本とします。また、開発用
地内については、土地所有者と調整しながら、一体的でまとまりのあ
る景観を創出するために、公共空間との連続性を阻害しないような舗
装デザインとします。

８．照明
安心安全に配慮した明るすぎず暗すぎない公園全体の照明計画としま
す。人が移動するデッキや主要な動線は、快適な歩行環境を確保する
ため、周辺よりも明るい照度計画を行います。また、人が滞留するベ
ンチや四阿まわりは、光だまりをつくり、憩いの場となるような落ち
着いた照明計画とします。
シンボルツリー等、公園の顔となる要素はライトアップを行い、夜間
景観を演出します。
LED 照明を基本とし、色温度は温かみのある 3000K 程度（電球色）と
します。

■舗装材の考え方
・イベント時の搬入車両や緊急車両が出入りする箇所は、車両の荷重に耐え
る　舗装材を使用する

・無彩⾊系及びアースカラーを基本とし、明度は４〜７程度とする
・ブロック系舗装にて混⾊する場合は、明度差 1.5 以下程度が望ましい
・ブロック系舗装では単⾊もしくは２〜３⾊の混⾊とする
・アースカラーについては周辺の建造物の⾊調に配慮して⾊彩を決定する
・視覚障がい者誘導⽤ブロックは輝度⽐や明度差が確保することを前提に周
辺の色彩に配慮する工夫を行う

　【舗装イメージ】

単色

３ ４ ５ ６ ７ ８

２色混合 ３色混合

無
彩
色

ア
ー
ス
カ
ラ
ー

明
度

無彩⾊の舗装を使⽤した場合に誘
導⽤ブロックの輝度⽐を確保する
⼯夫の例

舗装材のイメージ

方針 3-(4) 方針 5-(2) 方針 5-(3) 方針 5-(4)

・シンボルツリー等、公園の顔となる要素はライトアップを行い、夜間景観を演出します。

色温度・・・白色光の色味より段階分けされた単位 K( ケルビン）で示したもの

色温度（例）
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１０．植栽
公園内は樹木による豊かな緑量を形成することで木陰を創出し、公園
の景観をつくるとともに、居心地良い空間を生み出します。
敷地内にあるクスノキなどの緑を継承し、公園のシンボルツリーとし
て位置付け、古賀駅東口の歴史を継承します。
また、新たな植える樹木については、古賀市の気候風土や土壌の状況
なども鑑みながら、維持管理が可能な樹種を選定していきます。選定
にあたっては、常緑や落葉をバランスよく配置、四季の移ろいが感じ
取れるような彩りある植樹計画とします。
高木に加えて、中低木や地比類についても、季節や維持管理性に配慮
した細やかな計画とします。

方針 4-(2) 方針 4-(4)

高木の例

中低木・地比類の例
・ヒラドツツジ・ヤマツツジ ・ミツバツツジ ・ドウダンツツジ

・ガマズミ ・ツリバナ ・マンサク・ムラサキシキブ

・フウチソウ ・シマカンスゲ

・イトススキ ・ノコンギク ・ワレモコウ ・オミナシエ

・コグマザサ ・カムロザサ

・ヤマザクラ

・コナラ

・コブシ ・サルスベリ

・ケヤキ ・エノキ ・シラカシ

・クロガネモチ

９．サイン
サインは、公園内や周辺への移動を促す重要な要素となります。数多
く敷地内に配置することになるため、デザインや色彩の統一が必要と
なります。
また、古賀らしさを表すものとしてタウンカラーの設定を検討します。

■サインの考え方
・システムとして機能させるため、形状、色彩、ピクト、フォントを統一し、
視認性の高い共通のデザインを基本とします。

・可能な限りサインを集約し、乱立しないように配置します。
・周辺の景観と馴染むように、構造物は明度、彩度を抑えた色彩とします。
・視認性をよくするために、ポイントとして、タウンカラーを設定し、古賀
らしいサインとします。

・外国語にも対応したサインとします。

サインのイメージ

方針 3-(4) 方針 5-(4)

公園のご案内
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

古賀駅
Koga Station 〇〇〇m

〇〇〇
〇〇〇〇〇〇 〇〇〇m

〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇m

リーパスプラザこが
Leapass Plaza Koga〇〇〇m

○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○

公園

総合案内サイン 案内サイン 誘導サイン

タウンカラー

タウンカラー

タウンカラー
ベースカラー
（ダークグレー）

テキスト
※フォントの統一
※外国語対応
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１１．色彩
古賀市では、「古賀市景観条例」により、大規模な建築物について形態や色彩に関して景観形成基準を定め、良好な景観づくりを進めています。
条例に定められる色彩の数値基準は、突出した色彩の使用を避けるためのネガティヴチェック型の基準であり、本地区の特性を反映したものではありま
せん。本地区では、数値基準を満たすだけでなく、周囲の環境や建築物の規模に応じた色彩のあり方、建築物の魅力や風格を高める材料選定のあり方な
どを含む、デザイン全般について事前に協議・調整できるようなデザインレビューの仕組みづくりを行い、一体でまとまりのある景観をつくっていくこ
とを目指します。

方針 1-(1) 方針 5-(2)

■色彩に関する基本的な考え方
色相
・多くの建築物の建材として暖色系が用いられており、暖色系の
色相は街並みに馴染みやすく落ち着いた印象を与えます。一
方、寒色系は違和感や冷たさを感じさせる場合があります。

・建築物の外壁は暖色系の色相を基本とし、複数の色を用いる場
合には、共通・類似色相の配色として統一感を高めます。

明度
・明度の違いは遠くからでも認識しやすく、遠距離から見た都市
景観の全体像に大きな影響力があります。

・明度が低い建築物は周囲に威圧感や圧迫感を与えるため、高明
度の色彩を基本としますが、適度に明るさを抑えることで、公
園の緑や背景となる犬鳴山系の山並みとの調和を図ることが
できます。

彩度
・彩度の高い色彩は目立ち、低彩度の色彩は周辺の景観に融和す
るため、外壁に使用する場合は、低彩度の色彩を基本とします。

・高彩度の色彩をアクセントとして使用する際は、必要最小限の
面積にとどめるとともに、低層部のみに用いることで賑わいの
アクセントとなります。一方、遠くからも目を引く高層部のア
クセントは周囲の街並みから突出しすぎる可能性があります。

■デザインレビューとは
・個々の建築行為等を適切に誘導するため、地域で考えた景
観形成の方針・基準を拠り所に、自治体、専門家、事業者、
設計者が同じテーブルで、建物のデザイン等について創造
的に議論する協議・調整する取組のことです。

・色彩だけでなく、建築や土木デザインなどの専門家や地域
住民が参画することで、多様な視点により、周囲との関係
性に配慮した良好な景観形成につながります。

暖色系 寒色系

明度９ 明度７ 明度５ 明度３

暖色系と寒色系の違い

明度と背景の関係

アクセントの位置

デザインレビュー
では

創造的な
協議を
心がけます

建築等の専門家
が参加します

法的拘束力を
必ずしも

必要としません

多くの関係者と
景観の共通認識
を育みます

周辺との関係性
が重要です

専門性（例）

建築意匠、建築計画、土木デザイン

造園、環境デザイン、交通、歴史

不動産　等

協議内容（例）

動線計画、配棟計画、植栽計画

スカイライン、外観

素材　等

デザインレビューの基本的な考え方
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１２．まちづくりのためのルール

本地区の将来像を実現するために、「用途地域」や「地
区計画」を活用し、良好な市街地環境の整備・保全
を誘導していきます。

■用途地域とは
・計画的な市街地を形成するために、都市計画によって
定められたエリアのことです。エリアによって建てら
れる建物等の種類や大きさなどが制限されています。

・本地区では、現在工業系と住居系の用途地域が定めら
れていますが、多様な用途集積を目指し、商業系の用
途地域への変更を検討します。

■地区計画とは
・地区計画とは、それぞれの地区の特性に応じて一体的
に良好な環境を整備・開発・保全することを目的とす
る計画です。

・地区計画では、地区の目標や方針を定めるとともに、
まちづくりの具体的な内容として、建築物の用途や壁
面の位置、高さや敷地の面積といったきめ細かなルー
ルを定めることができます。　

ルール１：建築物の用途のルール
・地区の住環境を悪化させる恐れのある施設を
制限します。

・公園の面する敷地境界線の長さに対して一定
割合以上の賑わい創出機能（商業・サービス
等）の間口を確保します。

ルール２：壁面の位置のルール
・ループ道路の安全な歩行環境を確保するため
に、ループ道路に面した位置の壁面のセット
バックを求めます。

・公園と既存の住宅地に対して圧迫感を軽減す
るために、公園と既存住宅地に面した位置の
壁面のセットバックを求めます。

ルール３：建物の高さのルール
・公園の日照環境と既存住宅地への圧迫感を考
慮し、公園の南側の開発用地に対しては、低
層又は中層以下の建築物を誘導するように、
建築物の高さを制限します。

ルール４：敷地面積のルール
・住環境の悪化や効率的な土地活用の妨げとな
る敷地の細分化を制限するため、開発用地に
対して敷地面積の最低限度を設定します。

ＣＬＩＮＩＣ

〇 ×
GAME

敷地境界線敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

壁面後退位置壁面後退位置

建物建物

高さ制限高さ制限

〇 ×

開発用地開発用地

〇

×

古賀駅古賀駅

生涯学習ゾーン生涯学習ゾーン

公園公園

駅前広場駅前広場

開発用地開発用地 開発用地開発用地

開発用地開発用地開発用地開発用地

開発用地開発用地 開発用地開発用地

開発用地開発用地

開発用地開発用地

地区計画想定範囲

用途の制限

壁面位置の制限

建物の高さの制限

敷地面積の最低限度の制限

方針 1-(1) 方針 4-(3) 方針 5-(1)

地区計画の対象範囲のイメージ
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（５）段階整備における活用
古賀駅東口周辺地区の公園や道路、各敷地の施設の全体の完成まで
には長期の時間を要する中で、段階的・部分的な供用開始や、一時
的な遊休地の発生も想定されます。
段階的な状態を、まちづかいの発展のステップとして有効活用して
いくために、西口の各種団体や組織、学校のほか、意欲のある市民
や市内事業者などによる利活用の場として活用していきます。

２．整備の進め方
市民・住民の意見を踏まえた、よりよいまりづくりの実現を目指し、
以下に示す進め方を踏まえ、整備を進めていきます。

STEP １：計画内容の深度化
・ワークショップなどのオープンプロセスによる市民意見の集約や各種調
査を経て、概略的な計画からより詳細な設計のための検討を行う。

STEP ２：市民・住民協議
・計画内容の深度化と並行し、地元や地権者と協議を進めていく。また、
将来的な利活用団体の育成を行う。

まちなかの空き地の暫定的な活用（佐賀県佐賀市）

計画内容の深度化
・基本設計
・測量等調査
・都市計画協議
・ワークショップ　等

・詳細設計
・地元説明会
・利活用団体育成　等

・公園のルールづくり
・利活用団体組織化
・デザインレビュー
　（開発用地）　等

・暫定的まちづくり
・公共空間等の実験的
　利活用　等

市民・住民協議 公共基盤工事の実施 開発用地の開発（民間）
・周辺地域との連携

まちびらき
STEP1

STEP2
STEP3

STEP4

都市計画
決定

工事着手 公共基盤
完成

利活用団体の継続的な関わり

STEP5

開発用地
完成

STEP ３：公共基盤工事の実施
・地元や地権者の意向に配慮しつつ、道路や公園等の基盤整備における工事
を段階的に着手する。

・公園をはじめとする公共空間の使い方についてのルールの検討を行う。
・開発用地の整備内容のデザインに関する協議を行う。

STEP ４：開発用地の開発
・住宅や医療福祉機能、商業機能等の誘導により、段階的にまちを形作って
いく。

・遊休地を活用して暫定的、実験的なまちづくりを展開する。

STEP ５：まちびらき
・新たな住民や事業者も加え、古賀駅西口や生涯学習ゾーン、市内の周辺資
源との連携を高めながら古賀市中心部の魅力向上を図る。


